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〔日的蘯 レプ チ ン は脂肪細胞で 特異的 に 発現す る

肥満遺伝チ産 物 で 、強 力な 摂食抑制作用 や エ ネル

ギ
ー

消費亢進 作用を示す 、、従来 より、卵 巣摘 出ラ

ッ トは摂食量 が増加 し、肥満を呈する こ とが 知 ら

れて い る tt こ の 摂食量 の 変化に 対する レ プチ ン の

関 写の 有無を 検討 しtL’，，また最近の 報告より、ヒ

トで テ ス トス テ ロ ン投 与に より、レプチ ン値が低
．
ドした こ と よ り、レ プ チ ン 値 に お け る性 差 に は、

テ ス トス テ ロ ン が関 与して い る こ とが示唆 された，，

今巨コ1われわれ は、テ ス トス テ ロ ン の レブ チ ン に 対

する 影響を検索す る た め に、卵巣摘川お よび テ ス

トス テ 卩 ン投与に よ る 由［清レプ チ ン値の 変化を検

討 した ，

【方法】雌 性SD 系 ラ ッ トに 6週歯1｝時 に 卵巣摘出術

（oVx 群）または sham 　l．｝peratio皿 （sllam 群）を，施行 した

後 、
8週齢よ りテ ス トス テ U ン2mg また は sesume

〔〕｝1を 週 1 圓皮 ド投 与 し4群 とした、12週齢時 に 血

液を採取 し、レプチ ンイll
」

1：を LlllCO社 の RIA　tdtを用

い て 測定 した、，

【成績盤 ovx 群は sham 群，より摂食 串二が 増加 し、有

慧な休 L具増加 がみ られ 、こ の 変化はテ ス トス テ ロ

ン投与に よ り影響を受けな か っ た 、．il【L清 レプチ ン

値は卵巣摘 IL卦およびテ ス トス テ ロ ン投 与に よ っ て

f’j意 な変 化 は 認め ら れな か っ た が 、ovx 群で 増加

す る傾向で あ り、テ ス トス テ ロ ン 投与に より低 ド

す る傾陶 で あ っ た、、

【結論】卵巣摘 出に よる摂食量の増加に伴う肥満

に は 、レプチ ンの 閧与 は 否定的 で、レプチ ン 値 の

増加傾向は肥満に伴う変化 と考え られた t， また、

テ ス トス テ ロ ン 投．与に よ る レ プ チ ン値 の 変化 は、

ヒ トに おける変化 と合 致 し、レプチ ン 調 節 に はテ

ス トス テ ロ ンの 関与が 示唆された 。

嗣 的1着床期 の マ ウ ス 子宮内膜 の 変化の 分子機

構 を明らか に する 目的で ，cDNA サブ トラ クシ ョ

ン法を用 い て 着床時 の 子宮内膜に特 異的 に 発現す

る 遺伝 予 を同定 し，そ の 発 現 と局 在 に つ い て 解析

した．　 【方法 】妊娠6 日Hお よび偽妊娠6H 〔 の マ

ウ ス 子宮 よ りcDNA を合成 し，　 cDNA サ ブ トラ ク

シ ョ ン 法 を用 い て 着床時の T一宮に特異的 に 発現す

る遺伝子を ク ロ
ー

ニ ン グした，同定 した遺伝子 の

妊娠 初期 子 宮 で の 発 現 の 変化 お よ び局 在 を

Northcrn　Blot法 お よび in　situ　hyhridizatien　il一に て

解析 した ．ま た
一一一

部の ク ロ
ー一

ン に つ い て は免疫組

織染色 法 で 蛋 白 の 発現 を確認 し た ．　 1成績 l
cDNA サ ブ トラ ク シ ョ ン 法 に て い くつ か の 遺伝子

が ク ロ
ーニ ン グ さ れ た ．こ れ らの ク ロ ー

ン は，

Northern　BIQt法 に て 着床期 に 発現が 初 め て誘導さ

れ る か また は増強す る こ と，in　 situ　hybr皇dization

法に て ， すべ て 着床胚周囲の 脱落膜化した子宮内

膜問質細 胞 に 発 現 す る こ とが確認 さ れ た．そ の う

ちの 1つ R96 ク ロ ー．
ン は非妊娠マ ウ ス で は予宮内

膜．ヒ皮に発現して い る もの の
， 妊娠 3 日H ま で に

消失す る こ と
，

ま た 妊 娠5EI目以後に な る と着床

した 胚 の 周囲 に位置す る seeondary 　decidual　zonc

に その 発現が 誘導 され る こ と が明 らか とな っ た ．

蛋 R レ ベ ル に お い て も，同様 の 発現変化と局在が

免疫組織染色 法 で 観察され た． 1結 論】マ ウ ス 子

宮内膜に お い て ，着床胚周囲の 脱落膜化細胞 に 誘

導さ れ る遺伝 子 を ク ロ …ニ ン グ した ．そ の 1 つ は

着床前後 で 子宮内膜上 皮か ら間質へ と発現部位が

変化す る 分子 で あ り， 着床期子宮内 膜 の 変化 に 深

く関与す る物質 で は ない か と考 え られ た、
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